
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

P183

可搬 型簡易 自作強制通風式気 温 計の 製作

※
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噬

　都市の ヒ
ートア イ ラ ン ド研究な どで ，AMeDAS の よ う

な 常 設 観 測 網 の 空 間 分解能 で は把 握 で き な い 空 間詳細 な

集中観測や，常設観測点の ない 地域 に おける気温観測 が盛

ん に行われ て い る．気温 の 観測精度 を 上 げる に は，セ ン サ

ー
に放射 シ

ー
ル ドや 強 制 通 風 装 置 な ど を装備す る 必 要 が

あ る．多 くの 既 製の 強制通 風 式気温 計は 高額な 上に、AC

電源が な い 地 点に は 設置 で きない ．自然通風式 シ ェ ル タ
ー

は，強制通風式と比 較 して コ ス トは安 くなる が，日中は強

制 通 風 式 気 温 計 に 比べ 高温 バ イ ア ス が 生 じや す い こ と が

指 摘 され て い る．

　 そ こ で 本研究 で は，安価 （具体的に はセ ン サ
ー

を除い て

50  0 円以 内），tか つ
， 比 較的確保が容易 で あ る DC 電 源 を

使 用 した 可 搬型自作強制 通 風 式気温 計 の 作 成マ ニ ュ ア ル

と，そ の 精度を 記す．セ ン サ
ー

に は T＆D 社製 の お ん ど と

り Jr．　RTR −52 を採 用 し た．

2準 備物

　TS エ ル ボ（φ＝ 25mm ），　 VP 塩 ビパ イ プ （O　＝25mm を

10c皿 ），　 TS 異径 ソ ケ ッ ト（25mm × 50mm ），　 VU90
°

エ ル

ボ （φ ＝ 50mm ），　VU 塩 ビパ イ プ （ab　＝ 50mm を 10cm ），ア ル

ミパ イ プ （φ＝ 1．8mm ，厚さ 1mm を 10cm ＞，ア ル ミ板 （厚

さ 1mm ），接着剤 （コ ニ シ 社製ボン ドク イ ッ ク 5が 良い ），

瞬 間接着剤，塩 ビ 用 接着 剤，ラ ッ カー
ス プ レ

ー
（つ や消 し

黒 色 ），なべ 小 ね じ （M2 × 10 を 3 本）と対 応す るナ ッ ト（3

個 ），ひ一とん （15mm ），ア ル ミテープ ，断熱 マ ッ ト，ド

リル ，パ テ，も し くは，伸縮テ
ープ を準備す る．こ れらは

ホ
ーム セ ン ター

で 入手可 能で あ る，また，オ リエ ン タル モ

ー
タ
ー

社製 DC フ ァ ン MD625B −12H （DC12V ，　 O．18A）を

準 備す る，

3．作成方法

　まず，筒内で の セ ン サ
ー

へ の 乱反 射 を抑 え るた め に ， 内

部 を黒 色 に塗 装す る，VU90 °
エ ル ボ と DC フ ァ ン を接着

す る．VP 塩 ビパ イ プ とア ル ミパ イ プ を組 み 合 わせ る こ と

に よ り二 重 通 風 筒 を 作 成 す る．これ らを 図 1 の よ うに 繋ぎ

合 わせ る．なお，詳 しい 作成方法は 陸域環境研究セ ン タ
ー

報告 に投稿予 定で あ る．

懿

　作成 し た 測 器 の セ ン サー付 近 の 風 速 を佐 藤 商 事 社 製 の

熱線風速計 〔型式 AM ・4204）に よ り計測 した．そ の 結果 ，

風 速は 約 6m ！s で あ っ た．　 AMeDAS 測器 が 4〜7m ！s で あ

る こ と を考慮 して も 十分 な通 風 量 で あ る と考 え られ る．

　次 に，筑波大学陸域環 境研 究 セ ン ター内 圃 場 に お い て ，

ブ リード社 製 温湿 度 計 （型 式 PVC ・100） と の 比 較 を行 っ

た ，そ の 結果 ，ブ リード社製温湿 度計 と比 較 して 自作測器

は 日 中やや高い 気温 を示す が，そ の 差 は終 目± 0．3℃以 内

に収まる こ と明らか となっ た，両 者 の 差 （自作
一

ブ リード

社 〉 の 平 均 は 0．08℃，標準偏差は 0．11℃ で あ り，非常 に

良く
一．．

致 し た．

　 さ らに，AMeDAS 気温 との 比較を行 うた め，「つ くば」

の 露場 にお い て比 較 を行 っ た．そ の 結果 ， 陸域環 境研 究 セ

ン タ
ー

で の 検 定 と同様 に，日 中 に 自作測器 の 方 がや や 高 い

気温 を示 す が ，両 者の 気温 は非 常に 良 く
一

致 した．全 天 日

射 量 が大 き くな る に つ れ，気 温 差 の ば らつ き が大 き く なる

傾向が確認 されたが，測器問の 気温 差 と全天 目射量 の 線形

回 帰式 の 傾 き は非常 に小 さ く，放射 の 影響 が抑 え られて い

る こ とが 明 らか とな っ た ．両者 の 差 （自作
一

　AtMeDAS ）

の 平 均 は O．16 ℃，標 準偏 差 は 0．13℃ で あ り，AMeDAS 測

器 と比 較 し て も，非 常 に 高い 精度 で あ る こ とが 明 ら か と な

っ た．

TSエ ル
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図 1 ： 測器の 構造概 略図．
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図 2 ： 自作測 器 と AMeDAS 測器 の 気 温 の 散布 図．

　本 研 究 は ，気 象庁，気 象研 究所 ，高層 気 象台 ，
オ リエ ン

タル モ
ー

ター株 式 会 社 ア カデ ミッ クサ ポートの ご協力・ご

支援 に よ り実施 され た．感謝致 します．

測器 に 関す るお 問 い 合 わ せ は sO830302 ＠u，七sukuba ．ac ．jpまで ．
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